
   発災直後の支援  -緊急援助資金により迅速な支援活動に着手ー 

2008年5月2日、ミャンマーを襲ったサイクロンは、デルタ地域に多大な被害をもたらしました。ジャパン・プラットフォーム

の緊急援助資金によって参加NGOが発災直後の緊急援助物資配布事業を開始しました。 

ミャンマー・サイクロン被災者支援 

©SCJ/JPF

支援物資を載せたボートの到着を待つ被災者（エヤワディ管区）  

セーブ・ザ・チルドレン(SCJ)は子どもの権利を守

るために、子どもたちがよりよい生活を送ることが

出来るよう、世界のあらゆる場所で迅速かつ継

続的なサポートを行っています。 

ワールド・ビジョン(WV)はキリスト教精神に基づいて

開発援助、緊急人道支援、アドボカシー活動（市

民社会や政府への働きかけ）を行う国際NGOです。

日本では約6万人の方々に支えられています。  

支援物資を荷降ろしするNGOスタッフと配布を待つ被災者（エヤワディ管区） 

©WVJ/JPF 



ミャンマー・サイクロン被災者支援 

      医療支援 －巡回診療と医療インフラの修復－ 

©NICCO/JPF 

京の町家から世界に笑顔を！ 

ミャンマー人医療チームによる巡回診療の様子 （エヤワディ管区） 

©HuMA/JPF 

災害人道医療支援会（HuMA）は、「速

い医療支援を、さらに復興を」を信条と

して緊急医療活動を行う団体です。 

修復・再建を行ったヘルスセンターをミャンマー保健省へ引き渡す式典 （エヤワディ管区ボガレタウンシップ ） 

支援が届きにくい遠隔地において巡回診療を行いました。また、破壊された医療施設を修復することで、

医療サービスの向上を図りました。 



サイクロンの強風と高潮によりたくさんの家が破壊されました。家を失った人々ができるだけ早く最低限の

生活を取り戻すことができるように、3,000棟（2009年4月20日現在）の仮設住宅を建設しました。 

ミャンマー・サイクロン被災者支援 

           仮設住宅支援 －サイクロンで住居を失った人々へ－ 

『心のケアと自立の支援』ジェンは1994年の設立以来、平和な国際社会を目指し、紛争や災害

地域で現地のニーズに見合った支援を実施しています。物資の支援だけではなく、人々の自立し

た生活と持続可能な社会作りのための長期的なプログラムを実施しています。 

©JEN/JPF 
完成した仮設住宅と住民（エヤワディ管区ディダエ地区レイチョン村） 

仮設住宅（場所同上） 

©JEN/JPF 

©JEN/JPF 
完成した仮設住宅の前で（場所同上） 



 多様な物資配布事業 －必要とされる物資を必要とする人たちに－ 

ミャンマー・サイクロン被災者支援 

「今」を支援するための食糧配布、「将来」を支援するための肥料配布 

                          （ラプタ地区テンカンジー村） 

難民を助ける会（AAR）は、緊急支

援、障害者自立支援、地雷対策を

中心に活動する国際NGOです。 

©JAFS/JPF 

サイクロン被災者へお米と衣服の配布（ヤンゴン市内） 

社団法人アジア協会アジア友の会（JAFS）は、ア

ジアに安全な飲料水（井戸を贈る運動をアジア18

カ国46地域に展開しているNGOです。 

©AAR/JPF 

©AAR/JPF 

半壊した診療所での聞き取り調査（ラプタ地区テンカンジー村） 

ラプタ地区最南部 

テンカンジー村に到着 

©AAR/JPF 

食糧、飲料水、衣類、医薬品など、緊急に必要とされている物資の他に、建築資材や肥料など、その後の生活

再建のために必要な物資も配布しました。 



ミャンマー・サイクロン被災者支援 

©KnK/JPF 

サイクロン「ナルギス」で被災した子どもたち。学校が損壊し一時的に閉鎖していたが、支援によって修復

され子どもたちは再び通学し始めた。（ヤンゴン管区シュピタータウンシップ） 

国境なき子どもたち（KnK）は、スト

リートチルドレンや恵まれない子ども

たちへの支援を行うNGOです。 

       教育支援 -学校の修復と子どもたちの心のケアー 

ピースウィンズ・ジャパン（PWJ）は、難民や被災者、貧困などの

脅威にさらされている人びとに支援を届けるNGOで、1996年の

設立以来、アジア、中東、アフリカの17地域で活動してきました。 

©PWJ/JPF 

完成した小学校（上）と、小学校で学ぶ子どもたち（下）。

（エヤワディ管区ボガレ地区） 

サイクロンの被害を目の当たりにして、その恐怖からふさぎ込んでしまった子どもたちがいました。破壊された校舎

を修復し、課外活動の機会を設けることで子どもたちの笑顔が戻ってきました。 

©PWJ/JPF ©PWJ/JPF 



サイクロンは高潮と強風により人々から家屋や生計手段さえも奪っていきました。生計手段を確保すること、また将

来同様な被害を再び被らないために防災対策を施すことは、復興に向けた重要な一歩となります。 

©SCJ/JPF 

ミャンマー・サイクロン被災者支援 

©SCJ/JPF 

©SEEDS/JPF 

SEEDS Asia（SEEDS）は、「人間の安全保障」という

包括的枠組みの中で、災害管理と環境保護の相互

関係に重要性をおいた観点から、アジア太平洋地域

の安全なコミュニティ創造を目指すNGO団体です。  

生計手段であるボートを受け取る漁民たちとボートで遊ぶ子どもたち （エヤワディ管区） 

モデル住宅を使った地元大工に対する家屋補強の実地訓練 （ヤンゴン市内） 

復興をみすえた支援 -中長期的な支援を実施- 

セーブ・ザ・チルドレン(SCJ)は子どもの権利を守

るために、子どもたちがよりよい生活を送ることが

出来るよう、世界のあらゆる場所で迅速かつ継

続的なサポートを行っています。 



ミャンマー・サイクロン被災者支援 

JPFの役割 -申請された事業の適性審査から支援者への寄付金使途報告まで- 

事業申請 

資金助成 

リソース提供 

民間企業、労働組合、市民、政府等 

支援者 

支援金 
寄付金、社員募金 

マッチングギフトなど 

物資 
毛布、食糧、衛生用品

などの提供 

サービス 
輸送、通信、渡航、口

座開設などの協力 

ネットワーク 
ウェブネットワークの利用、

団体組織力による協力 

支援のためのリソースの集約 支援の実施 

物資配布 

医療 

水・衛生 

生活再建 

心のケア 

ミャンマー商工会議所連盟(UMFCCI)との連携 

アカウンタビリティの確保 

JPF事務局の役割 

ジャパン・プラットフォーム（JPF）事務局は支援者の皆様よりいただいた資金を、活動実施NGOへ助成することを

主幹業務とし、助成事業審査から、現地調査、支援報告に至るまでアカウンタビリティの確保を担っています。 

異業種間連携の促進・調整 

申請事業の審査 ＞ 事業資金助成 ＞ 支援全体の調整・進捗状況管理 ＞ 現地調査・事業評価活動 ＞ 報告書作成 ＞支援者への報告 

ミャンマーで支援事業を開始するにあたり、J

PFは日本商工会議所の協力を得てミャン

マー商工会議所連盟（UMFCCI）と連携す

ることができました。このUMFCCIとの連携が

ミャンマー政府との各種調整、現地コミュニ

ティーとのパイプ作り等において、円滑な支

援活動を行うための鍵となりました。 



総助成額 9.4億円 民間資金1.3億円、政府支援金8.1億円 

総事業数 25事業 JPFモニタリング、物資輸送含む 

事業実施団体数 11団体  

事業実施期間 347日(現時点) 図2（時系列支援図） 

寄付者数 148社、499名 企業、団体、個人寄付者 

支援形態 4形態 図3（協力形態別支援内容） 

支援概要 *2009年4月20日時点（支援継続中） 

JPFミャンマー・サイクロン被災者支援概要 

図2 時系列支援図 （団体、支援内容別） 

図3 協力形態別支援内容 

民間企業、労働組合、市民 

支援者 

支援金（148社、499名） 
  

災害義援金の寄付 

物資（4社・団体） 
 

   衣料、食糧、建築資材 
 

ネットワーク（6社・団体） 
ウェブを利用した募金・情報発信、

被災地関係団体への 仲介など 

サービス（6社・団体） 
事業実施者渡航 

物資の海上・陸上輸送 
手数料無料の寄付金用口座開設 

11団体が事業実施 

助成 

*支援は2010年の５月まで実施します 


